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「医師会月間行三12. 学校保健研修会の実施計画について学校保健担当 福本副会長より

a、各学校並びに医師会宛の広報

@定例理事会 b、当日の進行と役務割当

1月13日(火) 7・OOPM C、実施に伴う予算専について説明

光弁 天ー 3. 新年互礼会計回rI討議決定

0報告事項 (@臨時理事会

1. 山口県の最低賃金の改定について 1月20日(火) 7・30PM
資料は各会員lζ配布済 光市医師会館

2.健康保険法の改定 3月1日から 出席者大野福本松村富恵竹中

3. 山口銀行の岱付利本の変更について F 亀田 守友伊l爆

1 2月15 11付をもって以下の通り変 』議題 光市立病院の増改築lζ伴う総合

吏 病院化(産財人科‘版科増設)マスター

¥.. 

i;tを

ん 1

ザレ

t 

a、短期融資

8%が7.25忽

b、長期融資

8.3勿が7.55%

4. 山円県の成人向予防週間の実施

2月1E-lより実施

光rli医師会としては、具体的実施事項

は計両していない。

5. 忘年会の寄付

共同募令へ 32 000円を寄付

感謝状を受領す。

6. 来年度校低手当、予防接題等出務手

当解答は末

7. 4月3I1半期会計報告』

O協議事項
1. r]j立府院の増改築の件について

中国新聞、山口新同紙上iζ発表された

市立術院増改築計画の記事を中心とし

て、現在までの経緯について説明、尚

救急医療、地域医療を中心とする医療

のシステムについて若干の意見表明が

あった。

光和病院の件については、具体的新

情報は現在の所不明であるとの報告が

あった。

プランについて、光市立病院事務局長

の説明を求める件

議事

光市立痛院小t1J事務局長の説明要旨

目的 基本方針は、市民の医療につい

て地域中紘病院として、特iζ救急反療、

リハビリテーション、人間ドック、老

人医療の機能を充実した総合病院化を

図り、市民の健康管理と疾尚の予防面

において杭極的に対応していきたも、。

総合病院の形態をとる為には産婦人科、

眼科を増設したい。庵財人科について

は、議会、住民の希唱的意見として要

望がつよい。

病床数が不足して現花救急を受けがた

い状況にあり、尚病院の老朽化が甚し

いので此の点からも改築して総合病院

イじしたい。

市長よりの指摘として、長期的見地に

立って老虚し、特徴ある病院であるべ

きである。尚開業医療機関の職域を荒

らさないζ とが必要である旨の注意を

うけている。

以上Kより民師会の御協力と御協議

を経て計両を進めたい。
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本マスタープランについては、昭如

5 5年12月24日市会議員の全員協

議会において説明し、予算規模も大き

いのでプロジェクトチームを作り特別

委員会が編成され審議される乙とになる。

理事会よりの質問

質問 人n1万対診療科別医師数の光
市医師会の科別医師数の出し方が間違

っている。

産財人科は 2となっているが、医師数

は3である、公式文古として数の間違

いのまま発点したことは問題である。

答 病院としても乙の表には問題のあ

る事は認識しておる。訂正する。

質問 産財人科の問題だが、出生数は

年々可成りの減少を示している。昭和

5 4年 11月より 55年10月までの

光市民の出生数は 616名で、竹中医

院と梅同局院での出生数を合せると 6

2 3名であって光市民の出生数より多

く扱っている。出生数の減少の傾向は

強いので、光市の出生数は 1ヶ月 30 

人仲.まで織るのではないか。従って産

婦人科の増設は実情に合わない。吾々

の経営にも大きな問題を生じる。

答 助庫施，設など産婦人科を含む総合

病院化がしばしば要望に出る。

質問、な見

(1) 人間ドック実施計画があるが、現在

なぜできないのか、徳山、広島等では

実施されている。

(21 現在開業医がメスをふるう ζ とが

少ないが、開業医で出来ない様な手術

の問題を解決できるか。

13) 二次病院としての充分な機能を発

揮できるととが必要である。

(4) 外米と入院の受け入れ方にも問題

がある。主治医を主体とした開業医と
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病院の充分な連携が必要である。例え

ば医師会情院的な本質に近いオープン

システム的な事も考えるべきである。

151 開業医にもの生えたような病院で

は駄目である。充実した立派な府院に

なる事をあえて反対するものではないが。

(6) 儲け主渡で、開業医圧迫になるよ

うな事には反対である。

入院患者の質の受け入れ方(市立病

院を避けてイ血病院へ行く)にも問題が

ある。

(7) 開業医ではIIJ来ない高度の技術を

有する両院でなければならないのが中

核苅院の本質ではないか。

i81 入院等依頼した患者を紹介した開

業医療機関に返さない乙とは問題であ

る。

(9) 開業医の経営も重要な ζ となので、

開業医との連携を密接にして、真の機

能を発揮しうる二次病院でなければな

らなも、。

答 ごもっともな御怠見で、充分注意

して御要望にそうようにすべきものと

考える。

質問 )J針の中lζ保健センタ ー的業務

があるがどのような業務内容か。

答 依頼した設計、計両者のプラ ンで、

現在オーソライズされた決定的なもの

ではなく 、実際lとは出来ないと考える。

追記

1. 現在の150床を200床とし、5

0床の増加となるが、実質的可動率は

9 0 ~彰と与えている。従って 2 0床を

あけておく。

2. 資金は最高25億円におさえたい。

負担割合は一般会計 ~ 

市立病院 % 

3. 予定 5 6年度設計
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5 7年度58年度建設

5 9年度4月より開始

。救急医療研修会及び1月度例会

1月27日(火)7・OOPM
光市医師会館

0救急医療研修会

「救急心蘇生J救急の医療処置について

テレビ映画を供覧して知識の向上に努

めた。

0月例会
1. 公正取引委員会の調査について

2. 周雨地域救急保療対策協議会の開

催出席について

3. 学校保健研修会の開催について

4. B型肝炎医療機関内感染対策ガイ

ドライン回覧について

E 市立街院総合術院化プランの経緯

について

大野会長談話要旨

1月11日(日)の中国新聞に光市

立病院の増改築に伴う総合病院化(産

婦人科、眼科増設)計画が発表された。

1月13口市立病院事務局長に会長宅

lζ来宅を求め種々説明を求めた。 11 

月市立病院長より 50床増床したい旨

の申出があった。会長として同意した。

との事についてプランの説明も求めず

独断で同窓したとと及びこのことが市

議会全員協議会において増改築プラン

の発表の動機になった点もあるので深

く責任を感じる。

本計画は医師会員にと って種々意見

及び影響もあるので、1月20日臨事

理事会を開催して市立病院事務局長の

出席を求め説明を聞き各理事より種々

質疑質問があった。

此のプランは昭和55年4月より計

画を始め6ヶ月を要している。市議会
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全員協議会において説明後、1月の議

会において特別委員会が編成され審議

さ才Lるζ とになる。

1月24日 竹中、中村個、福本、

梅田、伊藤諸先生の参集を求め会長宅

において穐々意見をきいた。

増改築による総合病院化の目的は、

資料に記載の通りである。今後は医師

会と協議し充分意見をきくことを約束

しである。市長及び特別委員会の委員

長とも会合、意見を述べる杭りである。

会員の御;立見をアンケート万式でま

とめ、更に理事会で検討したい所存で

ある。本日は結論を出す'jl:を致しませ

んが、皆織の千・l白な御立見をいただき

今後の参考にしたい。

0ζん親会
本年最初の会合なので、簡単なζん親

会を開催する。

あとがき

広報担当と云うと名郡市民師会からそれ

ぞれの会報が送られてきます。大きい医師

会はそれなりに厚い立派なのが、小さい郡

市の医師会も大変立派な会報を届けてこら

れますと、今の光の医師会柑が乙れでいい

のかと、さびしく思うと同時に申し訳なく

反省しております。次5まからは編集委員の

方々に手伝ってもらってもうすこしましな

形に努力していきたいと考えております。

御協力御指導をお願い申し上げます。

表紙の近藤先生の水準両は昨年秋の第五

回防長水墨画壇展で大賞をとられたもので、

淡彩の詩情あふれる作品です。
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